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逆
流
性
食
道
炎
の
代
表
的
な
自
覚
症

状
は
「
胸
や
け
」
と
呼
ば
れ
、
前
胸
部
か

ら
上
腹
部
に
か
け
て
の
灼
熱
感
を
伴
う
不

快
感
で
す
が
、
典
型
的
で
な
い
場
合
に
は

慢
性
の
咳
や
声
が
れ
と
か
狭
心
症
を
疑
わ

せ
る
よ
う
な
胸
痛
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

主
な
原
因
は
胃
液
が
食
道
に
逆
流
す

る
こ
と
で
す
。
胃
の
中
に
は
強
酸
で
あ
る

胃
液
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
胃
の
粘
膜

は
そ
の
強
酸
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
食
道
の
粘
膜

は
胃
液
が
来
る
事
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
胃
液
の
逆
流
が
あ
っ
た
場
合
に
は

そ
こ
に
炎
症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

食
道
と
胃
は
横
隔
膜
で
分
け
ら
れ
て
、

そ
の
横
隔
膜
の
一
部
に
穴
が
開
い
て
食
道

の
パ
イ
プ
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
穴
は

食
道
裂
孔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

穴
が
大
き
く
な
る
と
胃
の
一
部
が
上
に
持

ち
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
の
状

態
を
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
が
あ
る
と
簡
単

に
胃
液
が
食
道
に
逆
流
し
や
す
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
逆
流
性
食
道
炎

の
患
者
さ
ん
の
半
数
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
疾
患
は
元
々
欧
米
に
多
く
の
患

者
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
わ
が
国
で
も
食

生
活
の
変
化
や
高
齢
化
な
ど
の
原
因
に
よ

っ
て
最
近
こ
の
疾
患
は
か
な
り
増
え
て
い

ま
す
。
胃
潰
瘍
、
慢
性
胃
炎
の
大
き
な
原

因
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
の
存
在
が
最
近
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ロ
リ
菌
は
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
を
起
こ
し
て
胃
酸
の
分
泌
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
日
本
人
は
こ
の
ピ
ロ
リ

菌
の
保
菌
者
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
そ
れ
が
低
下
を
し
て
き
た
為
に
逆

流
性
食
道
炎
の
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

診
断
は
バ
リ
ウ
ム
や
内
視
鏡
検
査
で

行
い
ま
す
。
内
視
鏡
で
は
食
道
の
炎
症
の

グ
レ
ー
ド
分
類
が
可
能
で
す
。

治
療
で
は
ま
ず
日
常
生
活
の
注
意
が

大
切
で
す
。
食
生
活
で
食
べ
過
ぎ
や
脂
肪

の
過
剰
摂
取
が
問
題
で
、
特
に
食
べ
過
ぎ

る
と
胃
酸
が
多
く
分
泌
を
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
胃
の
過
伸
展
に
よ
っ
て
神
経
刺
激

が
起
き
て
一
時
的
に
食
道
の
筋
肉
が
緩
み

こ
れ
が
更
に
胃
液
の
逆
流
を
起
こ
し
や
す

く
さ
せ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
も

悪
化
す
る
要
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
肥
満
、
便
秘
、
強
度
の
猫
背
な
ど
や

コ
ル
セ
ッ
ト
や
ガ
ー
ド
ル
に
よ
る
締
め
付

け
も
注
意
が
必
要
で
す
。

薬
と
し
て
は
強
く
胃
酸
を
抑
え
る
薬

が
開
発
を
さ
れ
て
き
て
か
な
り
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
が
、
必
ず
医
師
の
管
理
下

で
服
用
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

内
科
医
ま
た
は
か
か
り
付
け
の
医
師
に
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

e

三
鷹
市
医
師
会
1
47
―
２
１
５
５

逆流性食道炎

健康コラム

赤
ち
ゃ
ん
を
出

産
し
た
後
は
、
身

体
的
に
も
精
神
的

に
も
不
安
定
で
、

育
児
に
不
安
を
感

じ
た
り
、
気
持
ち

が
ブ
ル
ー
に
な
り

や
す
い
時
期
で
す

が
、
産
後
の
心
の

健
康
は
、
お
母
さ

ん
だ
け
で
な
く
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
や

発
達
に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

市
で
は
産
後
早
期
の
お
母
さ
ん
の

心
の
健
康
を
支
援
す
る
た
め
、
郵
送

に
よ
る
相
談
事
業
を
始
め
ま
す
。
支

援
が
必
要
な
方
に
は
、
保
健
師
・
助

産
師
・
心
理
職
に
よ
る
電
話
相
談
や

訪
問
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
16
年
11
月
以
降
に
出
産
し
、

産
後
１
カ
月
目
に
な
る
お
母
さ
ん
を

対
象
に
「
お
母
さ
ん
の
心
の
健
康
の

た
め
の
質
問
票
」
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
回
答
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

e

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が

変
わ
り
ま
す

６
月
の
結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
現
在
４
歳
未
満
に
行
っ
て
い
る

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
お
よ
び
Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
が
廃
止
さ
れ
、
生
後
６
カ
月
未
満

を
対
象
と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の

直
接
接
種
と
な
り
ま
す
。

現
行
の
接
種
対
象
年
齢
（
４
歳
未

満
）
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
接
種
し

て
い
な
い
方
は
、
平
成
17
年
３
月
末

ま
で
に
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
、
公

的
接
種
の
機
会
を
失
い
ま
す
。

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
別
表
の

日
程
で
行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
日
の
２
日
後
に
行
い

ま
す
。
検
査
の
判
定
結
果
が
陰
性
の

方
が
対
象
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
予
防
接
種
担
当
1
46
―
３
２
５

４
へ
。市

民
健
康
講
座

「
骨
粗
し
ょ
う
症
に
負
け
な
い
」

骨
粗
し
ょ
う
症
の
進
行
を
防
ぐ
、

食
生
活
や
日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
簡
単
な
体
操

を
し
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
12
月
13
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師

は
管
理
栄
養
士
の
高
田
順
子
さ
ん
と

市
保
健
師
。

▼
11
月
22
日
b
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

1
46
―
３
２
５
４
へ
申
し
込
む

（
窓
口
可
）。
先
着
30
人
。

エ
イ
ズ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
エ
イ
ズ
抗
体
検
査

北
多
摩
南
部
保
健
医
療
圏
エ
イ
ズ

地
域
連
携
推
進
協
議
会
主
催
。
11
月

16
日
c
〜
12
月
15
日
d
の
東
京
都

エ
イ
ズ
予
防
月
間
に
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
を
行
い

ま
す
。

◆
エ
イ
ズ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
12
月
４
日
g
正
午
〜
午
後
３
時
、

Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
前

で
。
パ
ネ
ル
展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
エ
イ
ズ
予
防
グ
ッ
ズ
の
配
布

な
ど
。

◆
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
（
匿
名
の
予
約

制
）

▽
12
月
14
日
c
午
前
９
時
〜
10
時
、

多
摩
府
中
保
健
所
で
。

▼
同
保
健
所
保
健
対
策
係
へ
申
し
込

む
。
結
果
は
１
週
間
後
と
な
り
ま
す
。

e

多
摩
府
中
保
健
所
1
042
―
362

―
２
３
３
４

３
３
４

専
門
医
と
保
健
師
に
よ
る
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。

◆
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
12
月
16
日

e
、
21
日
c
。
眠
れ
な
い
、
何
も
し

た
く
な
い
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

人
と
接
す
る
の
が
つ
ら
い
な
ど
で
お

悩
み
の
方
。

◆
思
春
期
相
談
＝
12
月
15
日
d
。
思

春
期
は
、
著
し
い
身
体
の
変
化
と
と

も
に
心
も
大
き
く
揺
れ
動
く
年
代
で

す
。
思
春
期
〜
青
年
期
の
心
の
悩
み

や
家
族
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
＝
12
月
20
日

b
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
を
克

服
し
、
生
活
を
改
善
す
る
た
め
、
本

人
や
家
族
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

▼
事
前
に
多
摩
府
中
保
健
所
1
042

―
362
―
２
３
３
４
へ
申
し
込
む
。
相

談
時
間
は
午
後
２
時
〜
４
時
、
相
談

場
所
が
武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
）・
三
鷹
市

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
と
分
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の

際
必
ず
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

難
病
講
演
会
「
後
縦
靱
帯
骨

化
症
の
診
断
と
治
療
」

▽
12
月
14
日
c
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
、
多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
三
鷹

地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
三
鷹
武
蔵
野
保

健
所
）
で
。
講
師
は
武
蔵
野
赤
十
字

病
院
整
形
外
科
部
長
の
山
崎
隆
志
さ

ん
。

▼
12
月
10
日
f
ま
で
に
同
保
健
所
地

域
保
健
第
一
係
・
第
二
係
1
042
―

362
―
２
３
３
４
へ
申
し
込
む
。
先
着

50
人
。が

ん
と
そ
の
予
防
法

（
介
護
教
室
）

三
鷹
市
立
ど
ん
ぐ
り
山
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
。

と
か
く
医
学
の
講
義
は
難
し
い
。

専
門
用
語
が
多
く
、
つ
い
居
眠
り
が

で
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
稲
垣
亭
三

河
師
匠
に
扮
し
て
演
じ
る
自
作
の
ド

ク
タ
ー
落
語
は
軽
妙
洒
脱
で
実
に
面

白
い
。「
人
間
は
百
歳
ま
で
生
き
ら

れ
る
」
と
人
気
師
匠
の
説
く
健
康
法

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
11
月
27
日
g
午
後
２
時
〜
４
時
、

ど
ん
ぐ
り
山
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
で
。
講
師
は
芝
病
院
名
誉
院
長
で

医
学
博
士
の
稲
垣
元
博
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
３

四
千
年
の
中
国
医
学
を

現
代
に
生
か
す
！

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
恵
比
寿

苑
・
弘
済
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
牟
礼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
。

太
極
拳
、
気
功
術
、
薬
膳
料
理
な

ど
で
お
な
じ
み
の
中
国
医
学
。
中
国

式
健
康
法
で
身
体
の
内
と
外
か
ら
健

や
か
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
12
月
２
日
e
午
後
２
時
〜
４
時
、

教
育
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
中
国
漢

方
専
門
薬
局
「
桂
元
堂
」
経
営
者
で

上
海
中
医
薬
大
学
日
本
校
特
別
講
師

の
宮
原
桂
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
３社

会
福
祉
法
人
む
う
ぷ
で

常
勤
職
員
・
短
期
パ
ー
ト
を

【
常
勤
職
員
（
指
導
員
）
１
人
】

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
内
職
作
業
な
ど
。

◆
応
募
資
格

平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
、
22
歳
〜
27
歳
の
方
で
、「
社

会
福
祉
系
の
大
学
卒
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
同
業
種
経
験
者
」
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。
自
動
車
普
通
免

許
が
必
要
。
パ
ソ
コ
ン
作
業
あ
り
。

◆
勤
務
時
間

週
40
時
間
（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）、
有
給
休
暇

あ
り
。
年
末
年
始
は
休
業
。

◆
勤
務
場
所

同
法
人
の
作
業
所

（
精
神
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施

設
・
む
う
ぷ
舎
中
原
、
同
・
食
茶
房

む
う
ぷ
、
同
・
む
う
ぷ
舎
新
川
の
い

ず
れ
か
に
勤
務
）。

◆
賃
金
な
ど

同
法
人
の
給
与
規
程

に
よ
る
（
22
歳
基
本
給
17
万
３
千
円
。

各
種
手
当
あ
り
。
交
通
費
は
月
１
万

８
千
900
円
が
上
限
。
社
会
保
険
完

備
）。

◆
採
用
日

平
成
17
年
４
月
１
日

▼
12
月
８
日
d
（
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
と
志
望
の
動
機
（
800
字
程
度

の
作
文
）
を
「
〒
181
―
０
０
０
４
新

川
５
―
９
―
１
む
う
ぷ
舎
新
川
」
へ

送
付
し
て
申
し
込
む
。
選
考
結
果
は

12
月
20
日
b
ま
で
に
通
知
、
１
月
中

旬
に
施
設
見
学
の
あ
と
面
接
。

【
短
期
パ
ー
ト
（
１
人
）】

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
業
務
な
ど
。

◆
雇
用
期
間

12
月
中
旬
〜
平
成
17

年
３
月
31
日

◆
勤
務
時
間

月
・
火
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、
水
〜
金

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
（
超
過
勤
務
な
し
）。

◆
勤
務
場
所

精
神
障
害
者
小
規
模

通
所
授
産
施
設
・
む
う
ぷ
舎
新
川

◆
時
給

900
円
。
交
通
費
は
１
日
420

円
ま
で
支
給
。

▼
11
月
30
日
c
（
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
「
〒
181
―
０
０
０
４
新
川

５
―
９
―
９
む
う
ぷ
舎
新
川
」
へ
送

付
し
て
申
し
込
む
。
書
類
選
考
、
施

設
見
学
の
あ
と
面
接
。

e

む
う
ぷ
舎
新
川
（
新
納

に
い
ろ

）
1

44
―
７
５
０
７

新
潟
県
中
越
地
震
災
害

義
援
金
を
募
集

新
潟
県
共
同
募
金
会
で
は
、
12
月

30
日
e
ま
で
被
災
者
へ
の
義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
義
援
金
受
入
れ
口
座

①
第
四
銀
行
白
山
支
店
普
通
１
５
７

９
３
８
３
、
②
大
光
銀
行
新
潟
支
店

普
通
２
５
２
８
５
１
、
③
郵
便
局
０

０
６
３
０
―
５
―
１
４
４
７
７
。
口

座
名
義
は
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
法
人

新
潟
県
共
同
募
金
会
。

e

新
潟
県
共
同
募
金
会
1
025
―

281
―
５
５
３
２
・

http://ww
w.h7.dion.ne.jp/̃ni-kyobo/

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を

11
月
21
日
A
〜
12
月
20
日
B

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
三
鷹

市
募
金
委
員
会
で
は
、
今
年
も
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
協
力

で
、
募
金
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
事
業
や
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
事
業
、
福
祉
施

設
の
運
営
助
成
費
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

e

同
協
議
会
1
46
―
１
１
０
８

HP

平
成
17
年
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー

を
配
布

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
つ
つ
き
会
」
が
視
覚
障
害
者
の

方
々
の
た
め
に
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を

製
作
し
て
い
ま
す
。
七
曜
表
の
ほ
か

に
、
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
や

楽
し
い
記
事
も
掲
載
。
ご
希
望
の
方

に
は
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

▼
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1
76
―
１
２
７
１
へ
申
し
込
む
。

新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金

街
頭
募
金
活
動
に
よ
り
次
の
通
り

義
援
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

◇
東
京
三
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

146
万
６
千
１
円

◇
三
鷹
青
年
会
議
所
132
万
７
千

442
円

◇
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
44
万
５
千

769
円

e

社
会
福
祉
協
議
会
1
46
―
１

１
０
８

「ボランティアみんなで住みよい街づくり」をテーマに、市内のボラン
ティアグループ、作業所、NPOなどの福祉にかかわるみなさんが一緒に
楽しむお祭りです。吹奏楽演奏（七中）、歌体操、手話コーラスなど。
u11月28日A午前10時～午後3時、大沢コミュニティセンターで。
s当日、直接会場へ。
eみたかボランティアセンター176－1271・576－1273
mitakavc@parkcity.ne.jp

月日 会場・受付時間 持ち物

11月24日D

12月８日D、22日D
総合保健センター

１月12日D、26日D （新川6-35-28） 母子健康

２月16日D、23日D
午後1時～2時 手帳

３月９日D、23日D

ツベルクリン反応検査日程


